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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

　

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第72期
第３四半期
連結累計期間

第73期
第３四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自 平成27年11月21日
至 平成28年８月20日

自 平成28年11月21日
至 平成29年８月20日

自 平成27年11月21日
至 平成28年11月20日

売上高 (百万円) 69,333 65,233 89,231

経常利益 (百万円) 8,594 6,461 11,822

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 5,417 4,197 7,299

四半期包括利益又は　　　　
包括利益

(百万円) 2,629 6,148 3,931

純資産額 (百万円) 59,842 65,557 61,144

総資産額 (百万円) 85,357 89,787 88,022

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 80.18 62.13 108.03

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 69.3 72.3 68.7
 

 

回次
第72期
第３四半期
連結会計期間

第73期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年５月21日
至 平成28年８月20日

自 平成29年５月21日
至 平成29年８月20日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) 5.00 △1.83
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　 ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

 また、平成28年11月21日付で連結子会社であった和新ガラス株式会社は、同じく連結子会社である象印ファクト

リー・ジャパン株式会社を存続会社とする吸収合併により消滅したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲

から除外しております。　
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第２ 【事業の状況】

　

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び子会社）が判断

したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用環境は改善傾向となり、個人消費や設備投資

に持ち直しの動きが見られるなど緩やかな回復傾向となりました。しかしながら、米国政権の政策動向や東アジア

地域の情勢不安などによる世界経済の不確実性の影響もあり、依然として先行き不透明な状況で推移いたしまし

た。

　このような経営環境の中で、当社グループは、ご家庭の好みに合わせごはんを炊き分ける「わが家炊き」機能を

強化し、より好みに合わせた細かい炊き上がりを実現した圧力IH炊飯ジャーの新製品を発売するとともに、既存商

品のモデルチェンジにより炊飯ジャーや電気ポットの機能強化をはかりました。

 

製品区分別の概況は次のとおりであります。

 

調理家電製品につきましては、国内においては、３合炊きサイズの圧力IH炊飯ジャーの売上が増加したものの、

その他の炊飯ジャーは競合他社との販売競争激化も影響し、低調に推移したことにより、炊飯ジャー全体としては

売上が減少いたしました。電気ポットは市場全体の出荷数量が減少したこともあり、前年実績を下回りました。電

気調理器具ではオーブントースターを中心に売上が増加したものの、グリルなべや圧力IHなべなどが低調に推移

し、電気調理器具全体としては前年実績を下回りました。海外においては、炊飯ジャーは北米市場などで売上が減

少したものの、中国市場でマイコン炊飯ジャーやIH炊飯ジャーが好調に推移したことにより、全体としては売上が

伸長いたしました。また、電気ポットも中国市場で売上が増加いたしました。しかしながら、調理家電製品の売上

高は423億79百万円（前年同期比8.6%減）となりました。

 

リビング製品につきましては、国内においては、ステンレスフードジャーは市場全体の出荷数量減少もあり、低

調に推移したものの、飲み方を２通りから選べる２ＷＡＹボトルや保冷専用のステンレスクールボトルが新製品の

投入効果もあり前年実績を上回りました。海外においては、中国市場ではステンレスマグやステンレスフード

ジャーなどの売上が増加いたしました。しかしながら、北米市場ではステンレスマグやステンレスマホービンを使

用した大型の業務用コーヒーサーバーなどが低調に推移し、台湾市場でもステンレスフードジャーを中心に前年実

績を下回るなど、ステンレスマホービンの売上が減少いたしました。その結果、リビング製品の売上高は196億67百

万円（前年同期比0.8%減）となりました。

 

生活家電製品につきましては、加湿器や食器乾燥器の売上が増加し、ふとん乾燥機も市場全体の出荷数量増加も

あり好調に推移いたしました。その結果、生活家電製品の売上高は20億21百万円（前年同期比2.8%増）となりまし

た。

　また、その他製品の売上高は11億63百万円（前年同期比0.0%減）となりました。
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その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、海外においては前年同期に比べ円高で推移したことによる海

外売上高の円換算額の減少はあったものの、中国市場では売上が伸長したことにより、海外売上高は増加いたしま

した。しかしながら、国内において炊飯ジャーを中心に売上が減少したことが影響し、652億33百万円（前年同期比

5.9%減）となりました。利益につきましては、円高による海外生産品の原価低減効果はあったものの、国内売上高

が減少したことに加え、炊飯ジャーなどの利益率が低下したこともあり、営業利益は60億59百万円（前年同期比

38.0%減）となりました。経常利益は為替差益の計上などによる営業外損益の改善もあり、64億61百万円（前年同期

比24.8%減）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は41億97百万円（前年同期比22.5%減）となりました。

 
・製品区分別売上実績

製品区分 販売高(百万円) 前年同期比(％)

調理家電製品 42,379 △8.6

リビング製品 19,667 △0.8

生活家電製品 2,021 2.8

その他製品 1,163 △0.0

合計 65,233 △5.9
 

　(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

所在地別の業績は次のとおりであります。

①日本

炊飯ジャーやステンレスフードジャーの販売が低調に推移したことにより、売上高は426億85百万円(前年同期

比9.5%減)となりました。営業利益は40億50百万円(前年同期比13.4%減)となりました。

②アジア

中国及び台湾においてステンレスマホービンなどの販売が好調に推移したことにより、売上高は175億98百万円

（前年同期比4.4%増）となりました。営業利益は17億14百万円（前年同期比45.6%減）となりました。

③北米

ステンレス製品の販売が低調に推移したことにより、売上高は49億49百万円(前年同期比6.7%減)となりまし

た。営業利益は５億65百万円(前年同期比19.2%減)となりました。

　

・所在地別業績

    (単位：百万円)

 日本 アジア 北米 その他 合計

売上高      

  外部顧客への売上高 42,685 17,598 4,949 ― 65,233

 所在地間の内部売上高
 又は振替高

10,014 4,171 0 (14,186) ―

営業利益 4,050 1,714 565 (270) 6,059
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（参考情報）

・地域別売上高

 日本

海外

合計アジア
北米 欧州 中近東 その他 計

 内、中国

地域別売上高
(百万円)

41,511 18,259 9,431 4,805 152 325 178 23,721 65,233

全体に占める
割合(％)

63.6 28.0 14.5 7.4 0.2 0.5 0.3 36.4 100.0
 

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産が17億64百万円増加し、負債が

26億47百万円減少しました。また、純資産は44億12百万円増加いたしました。その結果、自己資本比率は3.6ポイン

ト増加し72.3％となりました。

総資産の増加17億64百万円は、流動資産の増加16億49百万円及び固定資産の増加１億14百万円によるものであり

ます。

流動資産の増加16億49百万円の主なものは、現金及び預金の増加61億57百万円、受取手形及び売掛金の減少31億

６百万円、商品及び製品の減少16億63百万円であります。また、固定資産の増加１億14百万円の主なものは、建設

仮勘定の減少１億65百万円、ソフトウェアの減少３億54百万円、投資有価証券の増加４億16百万円、退職給付に係

る資産の増加４億24百万円、投資その他の資産のその他の減少２億57百万円であります。

負債の減少26億47百万円は、流動負債の減少28億66百万円及び固定負債の増加２億19百万円によるものでありま

す。

流動負債の減少28億66百万円の主なものは、支払手形及び買掛金の減少５億74百万円、未払法人税等の減少12億

51百万円、賞与引当金の減少５億45百万円、流動負債のその他の減少４億54百万円あります。また、固定負債の増

加２億19百万円の主なものは、繰延税金負債の増加３億18百万円、退職給付に係る負債の増加59百万円、固定負債

のその他の減少１億58百万円であります。

純資産の増加44億12百万円の主なものは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上41億97百万円、剰余金の配

当の支払15億54百万円、その他有価証券評価差額金の増加３億２百万円、為替換算調整勘定の増加14億66百万円で

あります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は４億52百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

　

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 240,000,000

計 240,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年８月20日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年10月４日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 72,600,000 72,600,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株
であります。

計 72,600,000 72,600,000 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年５月21日～
平成29年８月20日

― 72,600,000 ― 4,022 ― 4,069
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、直前の基

準日である平成29年５月20日現在の株主名簿に基づき記載しております。

① 【発行済株式】

   平成29年５月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

5,031,100
― ―

(相互保有株式)
普通株式 233,600
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

67,319,100
673,191 ―

単元未満株式 普通株式 16,200
 

 

― ―

発行済株式総数 72,600,000 ― ―

総株主の議決権 ― 673,191 ―
 

　(注) 単元未満株式のうち自己株式等に該当する株式数は次のとおりであります。

自己株式  0株

旭菱倉庫株式会社 45株
 

 

② 【自己株式等】

  平成29年５月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数　
に対する所有　　
株式数の割合(％)

（自己保有株式）      

象印マホービン
株式会社

大阪市北区天満１丁目20番５号 5,031,100 ― 5,031,100 6.92

（相互保有株式）      

旭菱倉庫　　　
株式会社

大阪府大東市御領２丁目４番１号 ― 233,600 233,600 0.32

計 ― 5,031,100 233,600 5,264,700 7.25
 

(注) １ 「他人名義所有株式数」欄に記載しております旭菱倉庫株式会社の株式の名義人は、「象印共栄持株会」

（大阪市北区天満１丁目20番５号）であり、同会名義の株式のうち、同社の持分残高（233,645株）の単

元部分を記載しております。

　２ 他人名義で所有している理由等

所有理由 名義人の氏名又は名称 名義人の住所

加入持株会における共有持分数 象印共栄持株会 大阪市北区天満１丁目20番５号
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

象印マホービン株式会社(E02395)

四半期報告書

 7/17



第４ 【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年５月21日から平成

29年８月20日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年11月21日から平成29年８月20日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年11月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年８月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 23,755 29,913

  受取手形及び売掛金 ※1  14,029 ※1  10,922

  電子記録債権 ※1  1,276 ※1  1,237

  有価証券 100 -

  商品及び製品 18,732 17,069

  仕掛品 222 282

  原材料及び貯蔵品 1,989 2,664

  繰延税金資産 1,269 1,172

  その他 3,215 2,977

  貸倒引当金 △6 △6

  流動資産合計 64,583 66,233

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 13,908 13,834

    減価償却累計額 △10,870 △10,815

    建物及び構築物（純額） 3,037 3,018

   機械装置及び運搬具 3,309 3,503

    減価償却累計額 △2,937 △2,949

    機械装置及び運搬具（純額） 371 553

   工具、器具及び備品 6,622 6,935

    減価償却累計額 △4,832 △5,290

    工具、器具及び備品（純額） 1,789 1,644

   土地 7,387 7,387

   リース資産 1 1

    減価償却累計額 △0 △1

    リース資産（純額） 0 0

   建設仮勘定 169 3

   有形固定資産合計 12,756 12,608

  無形固定資産   

   のれん 9 4

   ソフトウエア 2,539 2,185

   その他 159 204

   無形固定資産合計 2,708 2,394

  投資その他の資産   

   投資有価証券 7,103 7,519

   繰延税金資産 68 61

   退職給付に係る資産 71 495

   その他 741 483

   貸倒引当金 △11 △10

   投資その他の資産合計 7,973 8,550

  固定資産合計 23,438 23,553

 資産合計 88,022 89,787
 

 

EDINET提出書類

象印マホービン株式会社(E02395)

四半期報告書

 9/17



 

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年11月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年８月20日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※1  8,925 ※1  8,350

  短期借入金 174 -

  1年内返済予定の長期借入金 1,500 1,500

  未払費用 6,595 6,762

  未払法人税等 1,526 274

  賞与引当金 1,094 549

  製品保証引当金 236 202

  その他 1,218 764

  流動負債合計 21,271 18,404

 固定負債   

  長期借入金 1,500 1,500

  繰延税金負債 1,018 1,336

  退職給付に係る負債 2,577 2,637

  その他 509 351

  固定負債合計 5,606 5,825

 負債合計 26,877 24,230

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,022 4,022

  資本剰余金 4,163 4,163

  利益剰余金 52,637 55,281

  自己株式 △972 △972

  株主資本合計 59,851 62,494

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,021 2,323

  為替換算調整勘定 △867 599

  退職給付に係る調整累計額 △565 △477

  その他の包括利益累計額合計 588 2,444

 非支配株主持分 705 617

 純資産合計 61,144 65,557

負債純資産合計 88,022 89,787
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年11月21日
　至 平成28年８月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年11月21日
　至 平成29年８月20日)

売上高 69,333 65,233

売上原価 43,839 43,030

売上総利益 25,494 22,202

販売費及び一般管理費 15,725 16,143

営業利益 9,768 6,059

営業外収益   

 受取利息 50 47

 受取配当金 112 114

 仕入割引 28 24

 持分法による投資利益 183 278

 受取ロイヤリティー 42 59

 受取賃貸料 94 95

 為替差益 - 96

 その他 91 64

 営業外収益合計 604 781

営業外費用   

 支払利息 29 13

 売上割引 324 321

 為替差損 1,375 -

 その他 48 45

 営業外費用合計 1,778 379

経常利益 8,594 6,461

特別利益   

 固定資産売却益 1 0

 特別利益合計 1 0

特別損失   

 固定資産売却損 - 0

 固定資産除却損 105 14

 その他 5 -

 特別損失合計 110 15

税金等調整前四半期純利益 8,484 6,446

法人税、住民税及び事業税 1,966 1,914

法人税等調整額 1,014 276

法人税等合計 2,981 2,191

四半期純利益 5,503 4,255

非支配株主に帰属する四半期純利益 85 57

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,417 4,197
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年11月21日
　至 平成28年８月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年11月21日
　至 平成29年８月20日)

四半期純利益 5,503 4,255

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △585 302

 繰延ヘッジ損益 △30 -

 為替換算調整勘定 △2,055 1,277

 退職給付に係る調整額 19 87

 持分法適用会社に対する持分相当額 △220 225

 その他の包括利益合計 △2,873 1,893

四半期包括利益 2,629 6,148

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,657 6,054

 非支配株主に係る四半期包括利益 △27 94
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【注記事項】

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年11月21日　至　平成29年８月20日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１　

四半期連結会計期間から適用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係）

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決算処理をしております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

　

 
前連結会計年度
(平成28年11月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年８月20日)

受取手形 16百万円  23百万円

電子記録債権 12百万円  19百万円

支払手形 123百万円  111百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年11月21日
至 平成28年８月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年11月21日
至 平成29年８月20日)

減価償却費 1,234百万円  1,480百万円

のれんの償却額  4百万円  4百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成27年11月21日 至 平成28年８月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年２月18日
定時株主総会

普通株式 810 12.00 平成27年11月20日 平成28年２月19日 利益剰余金

平成28年６月28日
取締役会

普通株式 675 10.00 平成28年５月20日 平成28年８月５日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自 平成28年11月21日 至 平成29年８月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年２月17日
定時株主総会

普通株式 810 12.00 平成28年11月20日 平成29年２月20日 利益剰余金

平成29年７月３日
取締役会

普通株式 743 11.00 平成29年５月20日 平成29年８月４日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自　平成27年11月21日　至　平成28年８月20日)

当社グループは、家庭用品等の製造、販売ならびに、これらの付随業務を営んでおりますが、家庭用品以外の

事業の重要性が乏しいと考えられるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

当第３四半期連結累計期間(自　平成28年11月21日　至　平成29年８月20日)

当社グループは、家庭用品等の製造、販売ならびに、これらの付随業務を営んでおりますが、家庭用品以外の

事業の重要性が乏しいと考えられるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年11月21日
至 平成28年８月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年11月21日
至 平成29年８月20日)

１株当たり四半期純利益金額 80円18銭  62円13銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 5,417 4,197

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

5,417 4,197

普通株式の期中平均株式数(千株) 67,569 67,568
 

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

第73期(平成28年11月21日から平成29年11月20日まで)中間配当については、平成29年７月３日開催の取締役会に

おいて、平成29年５月20日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、

配当を行っております。

① 配当金の総額 743百万円

② １株当たりの金額 11円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成29年８月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年10月４日

象印マホービン株式会社

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   川   井   一   男   ㊞

 

 
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   奥   田   　   賢   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている象印マホービン

株式会社の平成28年11月21日から平成29年11月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年５月21日か

ら平成29年８月20日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年11月21日から平成29年８月20日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、象印マホービン株式会社及び連結子会社の平成29年８月20日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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